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｛
資
料
紹
介
一

石
崎
源
六
版
『
三
五
景
一
覧
」
の
絵
師
た
ち

ｌ

「

人

名

録

」

を

手

が

か

り

に

Ｉ

【
要
旨
｝
東
海
道
の
三
番
目
の
宿
駅
、
神
奈
川
宿
は
坂
道
の
台
か
ら
み
る
眺
望
の
良
さ
で

知
ら
れ
、
海
に
面
し
た
座
敷
で
く
つ
ろ
ぐ
人
々
を
歌
川
広
重
（
初
代
）
も
錦
絵
に

描
い
て
い
る
。
そ
の
茶
屋
の
一
つ
に
石
崎
源
六
が
あ
っ
た
。
俳
譜
を
嗜
ん
だ
と
伝

え
ら
れ
る
石
崎
源
六
は
幕
末
期
に
神
奈
川
宿
周
辺
の
光
景
を
紹
介
す
る
二
つ
の
出

版
物
を
制
作
し
た
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
『
三
五
景
一
覧
』
（
安
政
五
年
．

一
八
五
八
刊
）
に
は
十
五
図
の
台
町
か
ら
の
ぞ
む
光
景
が
描
か
れ
、
狂
歌
、
漢
詩

な
ど
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
挿
絵
を
描
い
た
絵
師
に
つ
い
て
調
査
し
た

結
果
、
当
時
の
人
名
録
に
多
く
見
い
だ
せ
た
の
で
紹
介
す
る
。

｛
キ
ー
ワ
ー
ド
｝

東

海

道

神

奈

川

宿

出

版

桑

山

童

奈

神
奈
川
宿
の
石
崎
源
六
（
？
～
一
八
七
四
）
は
茶
屋
の
経
営
者
で
あ
る
か
た
わ
ら
、

と
芦
つ
き
ょ
軍
っ

（

１

）

桃
郷
の
号
を
持
つ
俳
人
で
も
あ
っ
た
。
石
崎
源
六
の
名
は
道
中
記
の
『
五
海
道
中
細

見
記
』
（
図
１
大
城
屋
良
助
版
、
安
政
五
年
刊
）
ほ
か
に
見
ら
れ
る
。
石
崎
は
神
奈

川
宿
の
台
町
か
ら
の
ぞ
む
十
五
ヶ
所
を
選
定
し
、
出
版
物
を
二
種
制
作
し
た
。
一
つ

は
歌
川
広
重
（
初
代
）
の
署
名
が
あ
る
一
枚
摺
の
大
判
錦
絵
で
「
神
奈
川
台
石
崎
楼

上
十
五
景
一
望
之
図
」
（
図
２
）
で
あ
る
。
神
奈
川
宿
周
辺
を
烏
撒
図
で
と
ら
え
、
十

五
の
場
所
を
短
冊
で
示
し
て
い
る
。
左
の
枠
外
に
「
東
都
金
花
堂
製
」
と
あ
り
、
「
戊

安
政
五
午
初
夏
」
の
年
紀
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
年
は
初
代
広
重
の
亡
く
な
っ
た
年
で

あ
る
。
画
面
右
下
に
は
「
此
図
は
一
望
を
記
す
の
み
に
し
て
諸
大
家
の
高
作
は
名
勝

（

２

）

一
覧
に
挙
た
れ
ば
こ
蚤
は
た
嵐
大
略
を
記
す
の
み
也
桃
郷
記
」
と
あ
る
。

そ
の
「
諸
大
家
の
高
作
」
に
該
当
す
る
の
が
本
稿
で
取
り
上
げ
る
冊
子
体
の
『
三

五
景
一
覧
』
で
あ
る
。
「
三
五
」
は
十
五
を
泗
落
て
あ
ら
わ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
図

は
見
開
き
、
ほ
か
十
四
図
は
片
面
に
描
か
れ
、
狂
歌
や
俳
諮
、
漢
詩
が
添
え
ら
れ
る
、

狂
歌
本
に
似
た
体
裁
で
あ
る
。
挿
絵
は
い
ず
れ
も
簡
略
な
筆
致
の
絵
で
淡
彩
で
摺
ら

れ
て
い
る
．
画
面
の
絵
の
間
に
漢
詩
や
俳
譜
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人

（

３

）

物
も
絵
師
と
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
触
れ
な
い
。

本
書
に
は
署
名
だ
け
で
は
、
現
代
の
人
名
辞
典
で
は
追
う
こ
と
の
で
き
な
い
人
物

が
多
い
。
そ
の
た
め
、
同
書
の
刊
行
前
後
の
「
人
名
録
」
を
い
く
つ
か
調
べ
て
み
た

現
在
の
神
奈
川
県
域
に
は
川
崎
か
ら
箱
根
ま
で
東
海
道
の
宿
駅
が
九
つ
あ
り
、
江

戸
と
京
都
を
結
ぶ
旅
の
要
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
風
光
明
媚
な
金
沢
八
景
や
鎌
倉
、
信

仰
の
対
象
の
大
山
と
江
の
島
、
温
泉
地
の
箱
根
な
ど
、
江
戸
か
ら
小
さ
な
旅
を
楽
し

め
る
場
所
が
複
数
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
名
所
へ
も
東
海
道
か
ら
分
か
れ
道
を
進
む
ル

は
じ
め
に

－
卜
が
あ
っ
た
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こ
こ
で
先
に
「
神
奈
川
台
石
崎
楼
上
十
五
景
一
望
之
図
」
と
『
三
五
景
一
覧
』
以

前
に
出
版
さ
れ
た
神
奈
川
宿
周
辺
の
絵
図
を
紹
介
す
る
。

こ
の
周
辺
を
術
鰍
す
る
構
図
で
描
い
た
も
の
に
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
「
神
奈
川

総
図
」
（
図
３
）
と
「
細
見
神
奈
川
絵
図
」
（
図
４
、
天
保
十
五
年
・
一
八
四
四
刊
）
が

あ
る
。
長
谷
川
雪
旦
が
挿
絵
を
描
い
た
斎
藤
幸
雄
、
幸
孝
、
幸
成
（
月
岑
）
編
『
江
・

戸
名
所
図
会
』
（
天
保
五
、
七
年
刊
）
巻
之
二
に
掲
載
さ
れ
る
「
神
奈
川
総
図
」
は
本

覚
寺
か
ら
西
へ
進
み
、
本
牧
近
く
ま
で
三
連
続
の
見
開
き
画
面
で
と
ら
え
て
お
り
、
繋

げ
れ
ば
パ
ノ
ラ
マ
画
面
と
な
る
。
「
細
見
神
奈
川
絵
図
」
は
墨
一
色
の
摺
で
、
画
面
の

中
央
に
あ
る
権
現
山
を
囲
む
よ
う
に
東
海
道
が
走
る
様
子
を
傭
撤
す
る
構
図
で
あ

（

４

）

る
。
右
下
に
「
梧
ヵ
斎
筆
」
と
「
彫
工
小
泉
辰
五
郎
」
と
あ
る
。
左
下
に
「
金
浦
漁

街
梧
楼
之
記
」
と
あ
る
の
で
、
神
奈
川
宿
周
辺
の
富
裕
者
層
が
出
版
し
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
る
。
筆
者
は
以
前
、
「
細
見
神
奈
川
絵
図
」
と
「
神
奈
川
台
石
崎
楼
上

（

５

）

十
五
景
一
望
之
図
」
を
在
地
出
版
の
例
と
し
て
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

『
三
五
景
一
覧
』
の
構
成
は
、
序
文
、
題
字
、
絵
と
俳
諾
、
狂
歌
な
ど
か
ら
な
る
本

編
と
刊
記
で
あ
る
。
俳
譜
に
は
桃
郷
自
身
の
も
の
も
あ
る
。
本
稿
で
は
神
奈
川
県
立

図
書
館
本
を
使
用
す
る
。

安
政
四
年
十
一
月
に
記
さ
れ
た
と
あ
る
序
文
（
図
５
）
で
興
味
深
い
の
は
「
中
に

も
東
海
道
は
我
国
第
一
の
大
路
な
れ
ば
師
宣
が
分
見
の
折
本
何
某
が
駅
路
之
鈴
ち
か

く
は
名
所
図
会
等
の
書
あ
ま
た
も
の
し
て
く
は
し
け
れ
」
の
箇
所
で
、
い
く
つ
か
の

「
道
中
記
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
師
宣
が
分
見
の
折
本
」
と
は
遠
近

道
印
作
、
菱
川
師
宣
画
の
「
東
海
道
分
間
絵
図
」
（
元
禄
三
年
・
一
六
九
○
初
版
）
で

と
こ
ろ
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
絵
師
た
ち
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
に
、
そ

れ
ら
の
絵
師
た
ち
を
紹
介
す
る
。

｜
『
三
五
景
一
覧
』
の
成
立
と
構
成

あ
ろ
う
。
現
存
す
る
「
東
海
道
分
間
絵
図
」
の
装
順
に
は
折
本
も
巻
子
も
あ
る
と
い

（

６

）

う
が
、
こ
こ
で
は
「
折
本
」
と
断
定
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
「
駅
路
之
鈴
』
は
楽

阿
弥
陀
仏
と
男
が
旅
す
る
小
説
、
『
東
海
道
名
所
記
』
（
万
治
二
、
三
年
・
一
六
五
九
、

六
○
こ
ろ
刊
）
と
思
わ
れ
る
。
「
名
所
図
会
」
と
は
第
一
に
秋
里
離
島
『
東
海
道
名
所

図
会
」
（
寛
政
九
年
刊
・
一
七
九
七
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
江
戸
名
所
図
会
』

も
東
海
道
を
程
ヶ
谷
宿
ま
で
行
き
、
金
沢
八
景
（
現
在
の
横
浜
市
金
沢
区
）
周
辺
ま

で
紹
介
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
神
奈
川
宿
周
辺
は
烏
撒
図
も
含
ま
れ
る
の
で
、
神

奈
川
宿
界
隈
の
人
々
に
は
馴
染
み
の
深
い
書
物
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
つ
ま
り
『
三

五
景
一
覧
』
の
序
は
こ
れ
ら
の
「
道
中
記
」
が
親
し
ま
れ
て
い
た
証
と
い
え
る
。
巻

末
に
は
「
安
政
五
午
年
春
梓
行
武
蔵
金
川
台
石
崎
桃
郷
蔵
板
」
と
あ
る
。

本
書
の
よ
う
に
本
職
の
版
元
で
は
な
い
人
物
が
自
身
で
書
物
を
出
版
し
た
場
合
、

（

７

）

執
筆
者
と
交
流
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
た
く
な
る
。
石
崎
が
江
戸
の
文
化
人
と
の
交

流
を
持
っ
て
い
た
こ
と
や
、
ま
た
、
石
崎
の
茶
屋
に
立
ち
寄
る
江
戸
か
ら
の
旅
人
に

揮
毫
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
本
稿
で
は
本
書
の
絵

師
た
ち
が
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
の
情
報
を
「
人
名
録
」
に
求
め
て
み
た
。

当
時
、
出
版
さ
れ
た
人
名
録
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
式

の
も
の
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
人
名
が
書
、
画
、
歌
な
ど
の
専
門
領
域
と
と
も
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
人
名
と
住
所
の
み
の
も
の
か
ら
、
畑
銀
難
編
『
書
画
菅
翠
』
に

は
商
品
見
本
の
よ
う
な
絵
を
収
録
し
て
い
る
。
お
お
む
ね
職
業
別
電
話
帳
程
度
の
情

報
に
過
ぎ
ず
、
作
品
を
依
頼
す
る
判
断
を
す
る
た
め
に
は
情
報
量
が
少
な
い
よ
う
に

も
思
え
る
。

今
回
は
刊
年
の
安
政
五
年
に
近
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
人
名
録
を
参
照
す
る
こ
と

と
し
、
森
銑
三
、
中
島
理
寿
編
『
近
世
人
名
録
集
成
」
に
収
録
さ
れ
た
人
名
録
の
う

ち
『
江
戸
文
人
寿
命
附
』
（
畑
銀
難
編
、
初
編
、
嘉
永
二
年
〈
一
八
四
九
〉
刊
、
二
編
、

嘉
永
三
年
刊
）
、
『
安
政
文
雅
人
名
録
』
（
弘
文
堂
〈
細
谷
義
兵
衛
版
〉
安
政
七
年
〈
一

－92－



（

８

）

八
六
○
〉
）
を
中
心
に
、
適
宜
、
ほ
か
の
人
名
録
も
あ
た
っ
て
み
た
。
『
江
戸
文
人
寿

命
附
』
は
面
白
お
か
し
ぐ
紹
介
す
る
、
と
い
う
体
裁
で
住
所
に
加
え
、
似
顔
絵
と
狂

歌
と
七
○
○
年
か
ら
千
年
く
ら
い
の
寿
命
が
記
さ
れ
る
た
め
、
情
報
が
や
や
多
い
。
し

か
し
、
人
物
の
配
列
に
は
規
則
性
が
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
『
安
政
文
雅
人
名
録
」
は

専
門
分
野
、
号
、
名
前
、
住
所
が
基
本
で
、
在
宿
日
（
面
会
日
か
）
の
情
報
が
記
さ

れ
た
も
の
も
あ
る
。
配
列
は
号
の
い
ろ
は
順
で
あ
る
。

『
三
五
景
一
覧
』
の
絵
師
た
ち
は
、
柴
田
是
真
以
外
は
作
品
が
殆
ど
紹
介
さ
れ
な
い

た
め
、
号
や
印
、
署
名
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
名
前
が
一
致

し
て
も
本
当
に
同
一
人
物
か
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
「
人

名
録
」
で
「
画
」
と
紹
介
さ
れ
る
人
物
の
中
で
、
同
名
の
人
物
を
紹
介
す
る
。

（
ａ
）
ニ
ウ
三
オ
清
水
山
清
水
（
図
６
）
署
名
三
拙
朱
印
三
拙

唯
一
の
見
開
き
画
面
．
特
別
待
遇
と
い
え
る
。
署
名
は
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
印
か

ら
「
三
拙
」
と
読
ん
で
み
た
。

（

９

）

『
江
戸
文
人
寿
命
附
』
に
出
口
三
拙
と
い
う
人
物
が
紹
介
さ
れ
る
。
同
書
に
よ
れ
ば

茅
場
街
（
町
）
に
住
み
、
「
大
極
上
々
吉
寿
九
百
年
」
で
「
年
々
に
そ
の
名
ハ
江
戸
に

な
り
わ
た
り
評
判
の
よ
き
う
で
の
す
が
た
」
。
絵
は
台
町
に
あ
り
清
水
山
と
呼
ば
れ
た

（

的

）

大
日
堂
か
、
右
下
、
屋
根
の
下
の
看
板
に
「
石
」
の
文
字
。
石
崎
の
茶
屋
と
思
わ
れ

ブ
（
》
０

（
ｂ
）
三
ウ
将
軍
山
桜
花
（
図
７
、
右
）
署
名
石
宝
写
朱
印
石
宝

こ
の
絵
か
ら
各
一
丁
の
画
面
と
な
る
。
『
安
政
文
雅
人
名
録
』
に
「
栗
山
石
宝
名

（

Ⅱ

）

壽
字
子
考
号
快
雪
堂
両
国
村
松
町
」
と
あ
る
。
『
安
巳
新
撰
文
苑
人
名
録
」
に
も
名

（

吃

）

が
あ
る
。
将
軍
山
と
は
飯
綱
権
現
社
の
あ
る
山
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

二
挿
絵
と
人
名
録
の
照
合

（

恥

）

茅
場
町
」
。
『
安
政
文
雅
人
名
録
』
に
は
「
名
良
駿
字
千
里
号
痴
仙
在
宿

三
八
下
谷
長
者
町
藤
堂
勝
太
郎
」
と
あ
る
。
「
在
宿
三
八
」
と
は
三
と
八
の
つ
く

日
が
面
会
日
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

平
成
二
五
年
、
城
西
国
際
大
学
水
田
美
術
館
で
行
わ
れ
た
「
九
十
九
里
浜
の
網
主

文
化
齋
藤
清
洲
と
文
人
の
交
友
」
展
（
会
期
平
成
二
五
年
十
月
一
日
～
二
六
日
）

（

Ⅳ

）

で
凌
雲
の
明
治
十
四
年
二
八
八
二
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
は
現
在

の
千
葉
県
山
武
市
に
い
た
い
わ
し
漁
の
網
主
の
依
頼
で
描
か
れ
、
伝
わ
っ
た
と
い
い
、

凌
雲
の
書
簡
も
現
存
す
る
と
い
う
。
文
化
六
年
二
八
○
九
）
生
ま
れ
で
、
明
治
十

九
年
（
一
八
八
六
）
没
。
伊
勢
の
津
の
生
ま
れ
と
い
う
。

し

ぼ

う

芝
生
の
浅
間
神
社
に
は
富
士
の
人
穴
と
よ
ば
れ
る
横
穴
が
あ
り
、
種
々
の
『
道
中

記
』
や
葛
飾
北
斎
の
浮
世
絵
に
も
繰
り
返
し
描
か
れ
る
神
奈
川
宿
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
ｃ
）
四
オ
本
覚
寺
宿
鴉
（
図
７
、
左
）
署
名
英
一
笑
朱
印
容
与

（

皿

）

英
一
笑
は
国
際
浮
世
絵
学
会
編
『
浮
世
絵
大
事
典
」
で
も
紹
介
さ
れ
る
。

（

Ｍ

）

そ
の
以
前
は
『
古
画
備
考
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
前
者
に
よ
れ
ば
文
化
元
年
二

八
○
四
）
生
ま
れ
で
、
安
政
五
年
没
。
祖
父
は
英
一
蝶
に
は
じ
ま
る
英
派
の
継
承
者

と
な
っ
た
二
代
高
嵩
谷
（
一
七
九
九
’
一
八
七
五
）
。
本
覚
寺
は
、
『
江
戸
名
所
図
会
』

に
も
紹
介
さ
れ
、
横
浜
開
港
後
は
ア
メ
リ
カ
領
事
館
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。

し

ぼ

う

（

ｄ

）

四

ウ

芝

生

秋

（

図

８

、

右

）

署

名

凌

雲

小

史

朱

印

凌

雲

ｕ

）

四

ウ

芝

生

秋

（

図

８

、

右

）

署

名

凌

雲

小

史

朱

印

凌

雲

（

略

）

『
江
戸
文
人
寿
命
附
』
二
編
に
藤
堂
凌
雲
の
名
が
あ
る
。
「
大
阪
で
花
を
さ
か
せ
て

江
戸
へ
来
て
実
を
む
す
び
た
る
筆
の
た
ふ
と
さ
極
上
々
吉
寿
九
百
年
裏
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（
９
）
六
オ
芙
峯
遙
望
（
図
９
、
左
）
署
名
渭
可
女
朱
印
□
□

（

皿

）

井
上
清
可
と
い
う
名
が
『
安
政
文
雅
人
名
録
』
に
あ
る
。
「
せ
」
の
項
に
み
ら
れ
る

の
で
、
「
せ
い
か
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。
「
画
清
可
文
雄
女
日
本
橋
坂
本
町

井
上
清
可
」
と
あ
る
。
同
書
に
「
文
雄
号
阿
堂
又
調
鶴
日
本
橋
坂
本
町

（

犯

）

井
上
元
真
」
と
あ
り
住
所
が
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
「
井
上
文
雄
」
の
娘
か
。
本
書

の
「
清
水
山
清
水
」
に
文
雄
と
署
名
さ
れ
た
歌
が
あ
る
。
『
江
戸
文
人
寿
命
附
』
で
は

（

銅

）

同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
「
文
雄
」
が
茅
場
町
在
住
と
さ
れ
て
い
る
。
芙
峯
こ
と
富
士

山
を
の
ぞ
む
こ
と
は
東
海
道
の
旅
で
も
大
き
な
楽
し
み
で
あ
っ
た
ろ
う
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
画
題
と
し
て
は
十
五
景
の
う
ち
、
も
っ
と
も
人
気
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
を
紅
一
点
の
女
性
に
与
え
る
意
図
を
い
か
に
考
え
る
べ
き
か
。

（
ｆ
）
五
ウ
平
沼
塩
煙
（
図
９
、
右
）
署
名
旭
峰
写
朱
印
子
明

『
安
政
文
雅
人
名
録
』
に
は
「
画
旭
峯
名
暁
字
子
明
霊
岸
島
長
崎
町
佐

（

四

）

藤
長
兵
衛
」
。
本
図
中
の
印
も
「
子
明
」
と
読
め
る
の
で
、
同
一
人
物
の
可
能
性
は
か

な
り
高
い
で
あ
ろ
う
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
『
江
戸
文
人
寿
命
附
』
に
は
「
画
佐
藤
旭

峰
年
々
に
修
業
も
み
ち
て
高
名
は
旭
と
共
に
の
ぼ
り
た
る
べ
し
大
上
々
吉

寿
未
定
霊
岸
嶋
」
と
あ
る
。
似
顔
は
前
髪
の
あ
る
姿
で
「
大
上
々
吉
寿
未
定
」
と

（

別

）

い
う
言
葉
か
ら
も
、
当
時
は
少
年
と
い
う
べ
き
年
頃
で
あ
っ
た
か
。
平
沼
で
の
製
塩

の
煙
。

（
ｅ
）
五
オ
鹿
野
山
望
月
〈
図
８
、
左
）
署
名
白
泉
筆
朱
印
白
□

（

岨

）

私
家
版
の
人
名
録
『
安
巳
新
撰
文
苑
人
名
録
』
に
出
口
白
泉
と
い
う
名
が
あ
る
。

鹿
野
山
は
房
総
半
島
の
山
。
「
細
見
神
奈
川
絵
図
」
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
房
総
半

島
ま
で
見
え
る
眺
望
が
、
台
町
の
売
り
で
あ
っ
た
。

（
ｋ
）
八
オ
横
浜
漁
火
（
図
、
、
左
）
署
名
玉
堂
絵
朱
印
二
口

署
名
が
判
読
し
づ
ら
い
が
「
玉
堂
」
と
読
ん
だ
場
合
、
『
安
政
文
雅
人
名
録
』
に
深

（

胡

）

川
伊
豫
橋
に
住
む
栗
原
銀
三
郎
が
い
る
。
『
古
画
備
考
』
に
そ
の
抜
粋
が
収
録
さ
れ
る

『
江
戸
広
益
書
画
人
名
録
』
（
天
保
七
年
刊
）
に
は
白
山
維
声
ヶ
窪
在
の
「
玉
堂
栗

（
ｊ
）
セ
ウ
野
毛
海
苔
舟
〈
図
ｕ
、
右
）
署
名
林
斎
朱
印
林
斎

岡
島
林
斎
か
。
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
生
年
は
不
明
だ
が
慶
応
元
年
（
一

（

肥

）

八
六
五
）
没
。
幕
臣
で
狩
野
素
川
の
門
人
。
「
江
戸
文
人
寿
命
附
』
に
も
『
安
政
文
雅

（

酌

）

人
名
録
」
に
も
名
が
見
え
る
。

〈
ｉ
）
セ
オ
宮
洲
の
汐
干
（
図
加
、
左
）
署
名
是
真
朱
印
令
哉

現
代
で
は
と
く
に
蒔
絵
師
と
し
て
知
ら
れ
る
柴
田
是
真
（
文
化
四
年
・
一
八
○
七

～
明
治
二
三
年
・
一
八
九
二
は
『
三
五
景
一
覧
』
の
絵
師
の
中
で
、
一
番
の
著
名

（

”

）

人
で
あ
ろ
う
。
『
江
戸
文
人
寿
命
附
』
を
は
じ
め
、
今
回
調
べ
た
「
人
名
録
」
の
す
べ

て
に
名
が
見
ら
れ
る
。
宮
洲
は
「
神
奈
川
台
石
崎
楼
十
五
景
一
望
之
図
」
で
は
権
現

山
の
ふ
も
と
に
あ
る
。

（
ｈ
）
六
ウ
港
千
鳥
（
図
皿
、
右
）
署
名
探
斎
武
一
筆
朱
印
□

『

安

政

文

雅

人

名

録

』

に

「

武

一

名

武

一

号

探

斎

又

五

清

堂

武

清

男

（

別

）

八
丁
堀
竹
島
町
喜
多
武
こ
と
あ
る
。
喜
多
武
清
は
谷
文
晁
の
弟
子
。
探
斎
武
一

は
『
近
世
画
史
』
（
細
川
潤
次
郎
著
、
明
治
二
四
年
）
に
よ
れ
ば
武
清
の
養
子
で
あ
り
、

（

弱

）

明
治
初
年
に
亡
く
な
る
。
『
江
戸
文
人
寿
命
附
』
二
編
に
も
喜
多
武
一
の
名
が
あ
り
、

（

妬

）

「
兄
の
跡
を
つ
ぎ
た
る
め
で
た
き
や
こ
れ
ぞ
二
代
の
画
師
の
ま
れ
も
の
」
と
あ
る
。
こ

の
兄
は
『
近
世
画
史
』
で
嘉
永
年
中
に
亡
く
な
っ
た
と
す
る
武
清
の
実
子
か
。
港
は

神
奈
川
港
と
呼
ば
れ
た
場
所
で
あ
ろ
う
。

－94－



左

下

署

名

鴎

波

害

朱

印

照

印
（

訂

）

一
蒲
は
『
安
政
文
雅
人
名
録
』
に
浅
草
弁
天
山
在
住
の
斎
藤
伝
兵
衛
が
い
る
。
左

下
に
は
「
鴎
波
害
」
と
あ
る
の
で
、
「
書
」
の
人
を
探
し
た
と
こ
ろ
同
書
に
海
賊
橋
在

（

銘

）

住
の
「
鴎
波
西
村
宗
助
」
が
い
る
。
絵
を
み
る
限
り
、
両
者
の
分
担
は
よ
く
わ
か

（

、

）

九

ウ

本

牧

舶

風

（

図

過

、

右

）

署

名

翠

湖

嶌

朱

印

金

□

『
江
戸
文
人
寿
命
附
』
『
安
政
文
雅
人
名
録
』
と
も
小
松
原
翠
湖
と
い
う
人
物
が
い

（
別
）る
。
前
者
で
は
茅
場
町
、
後
者
で
は
茅
場
町
地
蔵
橋
通
に
在
住
。
『
当
時
現
在
広
益
諸

家
人
名
録
』
〈
天
保
七
年
版
お
よ
び
十
三
年
版
）
に
は
「
翠
湖
小
松
原
坦
蔵
名
誠

（

錫

）

義
、
字
行
源
、
號
希
唐
篭
、
翠
渓
男
、
八
丁
堀
竹
島
組
屋
敷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

父
の
小
松
原
翠
渓
は
『
当
時
現
在
広
益
諸
家
人
名
録
』
（
天
保
七
年
版
）
に
「
天
保

（

調

）

五
年
十
二
月
晦
日
残
五
十
四
」
と
記
さ
れ
る
。

（

里

九

オ

洲

乾

雪

（

図

皿

、

左

）

署

名

英

一

蜻

朱

印

信

光

ヵ

（

犯

）

英
一
蜻
は
『
安
政
文
雅
人
名
録
』
に
茅
場
町
薬
師
前
に
住
む
と
あ
る
。
『
浮
世
絵
大

事
典
』
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
英
一
笑
の
後
継
者
で
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
生
ま
れ
、

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
没
。
幕
府
の
時
代
に
は
北
町
奉
行
所
の
同
心
で
あ
っ
た
と

（

調

）

い
一
つ
。

（
１
）
八
ウ
権
現
山
夕
陽
（
図
皿
、
右
）
署
名
素
真
朱
印
素
真

『
安
政
文
雅
人
名
録
』
の
「
素
真
号
揺
月
斎
神
田
於
玉
ヶ
池
山
形
素
真
」
に

（

別

）

該
当
す
る
か
。

原
銀
蔵
」
が
い
る
。
同
一
人
物
か
、
血
縁
者
か
。

（
ｏ
）
十
オ
洲
崎
神
社
（
図
旧
、
左
）
右
下
署
名
一
蒲
朱
印
一
蒲

本
稿
は
太
田
記
念
美
術
館
、
平
成
一
二
年
度
第
二
六
回
研
究
助
成
お
よ
び
平
成
二

五
～
二
七
年
度
科
学
研
究
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
一
基
盤
件
研
究

Ｃ
一
（
課
題
番
号
二
五
三
七
○
八
一
七
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

以
上
、
『
三
五
景
一
覧
』
の
挿
絵
に
あ
る
署
名
に
該
当
し
そ
う
な
人
物
を
、
年
代
が

近
い
「
人
名
録
」
に
探
し
て
み
た
。
英
一
蜻
の
よ
う
に
画
姓
・
名
が
一
致
す
れ
ば
同

一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
確
実
視
で
き
る
が
、
号
だ
け
の
一
致
で
は
別
人
の
可
能
性
も

あ
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
桃
郷
が
ど
の
よ
う
に
人
選
を
行
っ
た
か
を
知
る
す
べ
は
な
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
交
流
の
あ
っ
た
人
物
や
茶
屋
に
立
ち
寄
っ
た
人
物
で
あ
る
可

能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
市
場
に
流
通
し
て
い
た
「
人
名
録
」
を
手
が
か
り

に
、
絵
師
に
依
頼
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
前
項
で
紹
介
し
た
人
物
は

「
人
名
録
」
か
ら
変
更
な
け
れ
ば
、
み
な
江
戸
の
住
民
、
か
つ
絵
を
な
り
わ
い
と
す
る

人
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
奈
川
宿
周
辺
の
趣
味
人
で
は
な
い
。
桃
郷
は
挿
絵
を
「
江

戸
の
文
化
人
」
に
依
頼
し
た
、
と
は
い
え
る
と
思
う
。
神
奈
川
宿
は
江
戸
か
ら
遠
く

は
な
れ
た
田
舎
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
江
戸
の
文
化
人
」
を
尊
び
、
そ
の
力
を

借
り
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

ら
な
い
。
十
五
図
の
中
で
本
図
の
み
、
季
節
な
ど
情
景
を
示
す
言
葉
を
持
た
な
い
。
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註（
１
）
「
神
奈
川
県
史
別
編
一
人
物
」
神
奈
川
県
、
昭
和
五
八
年
、
六
三
頁
、
「
い
し
ざ
き
と
う
き

ょ

う

」

の

項

。

（
２
）
横
浜
開
港
資
料
館
蔵
の
「
神
奈
川
台
石
崎
楼
上
十
五
景
一
望
之
図
」
は
画
面
左
下
「
宮
洲
汐

干
」
の
下
に
あ
る
「
羽
沢
屋
」
と
「
大
黒
屋
」
の
位
置
が
本
館
蔵
の
も
の
と
は
逆
で
あ
る
。
ま

た
、
「
名
古
屋
」
の
左
に
「
本
陣
鈴
木
」
と
い
う
短
冊
が
あ
る
な
ど
、
版
が
異
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
少
な
く
と
も
二
種
は
あ
る
。
横
浜
市
歴
史
博
物
館
編
集
・
発
行
『
東
海
道
と
神
奈
川
宿
」

（
平
成
八
年
）
、
図
版
番
号
七
五
参
照
。

（
３
）
『
郷
土
よ
こ
は
ま
」
一
○
八
、
一
○
九
号
（
昭
和
六
三
年
）
四
五
～
六
六
、
七
一
頁
に
石
井
光

太
郎
氏
に
よ
る
俳
譜
な
ど
の
釈
文
と
解
題
が
あ
る
。
一
○
○
頁
の
序
文
の
釈
文
も
参
考
に
し
た
。

（
４
）
小
泉
辰
五
郎
の
名
前
は
「
浮
世
絵
大
百
科
」
第
三
巻
（
大
修
館
耆
店
、
昭
和
五
七
年
）
「
彫
師

と
摺
師
」
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
「
細
見
神
奈
川
絵
図
」
の
外
題
は
画
中
に
記
さ
れ
て
も
の
で

は
な
く
、
前
掲
註
（
２
）
「
東
海
道
と
神
奈
川
宿
」
で
の
名
称
を
踏
襲
し
た
。

（
５
）
拙
稿
「
浮
世
絵
師
と
地
方
の
つ
な
が
り
ｌ
浮
世
絵
師
の
署
名
が
あ
る
く
地
方
出
版
物
〉
に
つ
い

て
ｌ
」
「
太
田
記
念
美
術
館
紀
要
浮
世
絵
研
究
」
第
二
号
、
平
成
二
四
年
。

（
６
）
小
林
忠
『
日
本
の
美
術
三
六
三
号
師
宣
と
初
期
浮
世
絵
」
平
成
八
年
、
二
六
頁
。

（
７
）
筆
者
も
平
成
二
五
年
に
開
催
し
た
当
館
の
特
別
展
「
江
戸
時
代
か
な
が
わ
の
旅
Ｉ
道
中
記
の
世

界
ｌ
」
と
そ
の
展
覧
会
図
録
（
八
六
頁
）
で
こ
の
よ
う
に
紹
介
し
た
。
し
か
し
、
人
名
録
に
該

当
す
る
名
前
を
多
く
見
い
だ
せ
た
た
め
、
本
稿
で
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
８
）
「
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
、
三
巻
、
勉
誠
社
、
昭
和
五
一
年
。

（
９
）
『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
三
五
○
頁
。

（
岨
）
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
巻
之
七
十
橘
樹
郡
之
十
三
」
二
九
四
、
上
、
参
照
。

（
、
）
「
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
一
七
八
頁
。

（
吃
）
「
近
世
人
名
録
集
成
」
第
三
巻
、
二
四
一
頁
。

（
喝
）
東
京
堂
出
版
、
平
成
二
十
年
、
四
○
一
頁
。

（
皿
）
朝
岡
興
禎
著
、
太
田
謹
『
増
訂
古
画
備
考
」
吉
川
弘
文
館
、
明
治
三
七
年
、
一
九
三
四
頁
。

（
鴫
）
『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
三
五
二
頁
。

へへへへへ←、へへへへ
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へへ

17 16
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『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
一
四
五
頁
。

「
九
十
九
里
浜
の
網
主
文
化
齋
藤
治
洲
と
文
人
の
交
友
」
城
西
国
際
大
学
水
田
美
術
館
、
平

成
二
五
年
。

『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
三
巻
、
二
○
二
頁
。

「
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
一
七
○
頁
。

「
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
収
録
本
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
、
東
京
都
立
中
央

図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
錯
簡
の
あ
る
別
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
近
世
人
名
録
集
成
』
第
二
巻
、
一
八
○
頁
。

『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
一
六
三
頁
。

「
近
世
人
名
録
集
成
』
第
二
巻
、
三
三
五
頁
。

「
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
一
六
三
頁
。

細
川
潤
次
郎
「
近
世
画
史
』
巻
之
四
。
佐
々
木
英
理
子
編
「
画
家
略
伝
」
の
う
ち
喜
多
武
清
の

項
「
江
戸
文
化
シ
リ
ー
ズ
恥
二
三
谷
文
晁
と
そ
の
一
門
」
板
橋
区
立
美
術
館
、
平
成
十
九

年
参
照
。

『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
三
五
○
頁
。

『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
一
七
八
、
三
三
二
頁
。

「
日
本
人
名
大
辞
典
」
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
、
第
一
巻
、
六
二
九
頁
。

『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
一
四
六
、
三
四
九
頁
。

『
古
画
備
考
」
三
十
下
、
近
世
。
『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
一
七
○
、
三
四
五
頁
。

『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
一
五
四
頁
。

『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
一
三
七
頁
。

前
掲
註
（
過
）
「
浮
世
絵
大
事
典
」
四
○
一
頁
。

『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
一
八
一
、
三
五
○
頁
。

『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
四
七
、
八
三
頁
。
前
掲
註
（
鋤
）
「
古
画
備
考
」
も
両
書
を
引

用
し
て
い
る
、
一
三
一
五
、
一
三
三
一
頁
。

『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
五
八
頁
。

『
近
世
人
名
録
集
成
」
第
二
巻
、
一
三
七
頁
。

「
近
世
人
名
録
集
成
』
第
二
巻
、
一
四
八
頁
。
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図1 「五海道中細見記」安政5年（1858） 神奈川県立歴史博物館

＃
：

金
花
堂
製

図2歌川広菫（初代） 神奈川台石崎楼上十五景一望之図安政5年 神奈川県寸歴史博物館
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図3－1 「江戸名所図会』神奈川総図 神奈川県方歴史博物館

(以下同じ）

図3－2 「江戸名所図会」神奈川総図其二
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図3－3 「江戸名所図会」神奈川総図其三

図4細見神奈川絵図、天保15年（1844） 神奈川県方歴史博物館
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図5 「三五景一覧」序文 神奈川県寸図書館

(以下同じ）

安
政
四
年
十
一
月
為
誰
庵
申
電

む
か
し
を
忍
ふ
心
な
ら
ひ
に
と
よ
め
る
歌
は

折
々
に
ふ
れ
て
思
ひ
あ
た
る
こ
と
と
に
か
く
に

あ
り
て
惑
す
る
に
あ
た
れ
り
古
き
名
と
こ

ろ
は
見
ま
ほ
し
く
き
か
ま
ほ
し
く
又
其
里
に

す
め
る
人
も
し
ら
せ
も
し
を
し
へ
も
し
た
き
は

も
っ
と
も
の
な
ら
は
し
と
や
い
は
む
中
に
も
東
海

道
は
我
国
第
一
の
大
路
な
れ
ば
師
宣
か
分
見
の

折
本
何
某
が
駅
路
之
鈴
ち
か
く
は
名
所
図
会

等
の
書
あ
ま
た
も
の
し
て
／
Ｉ
は
し
け
れ
と
ま
れ
Ｉ
、

も
ら
せ
る
事
も
な
き
に
は
あ
ら
す
い
ま
神
名
川
の

桃
郷
子
さ
ら
に
此
騨
の
勝
景
十
五
を
あ
け
て

画
工
の
筆
を
も
と
め
新
古
の
詩
歌
連
俳
を

題
し
て
と
ち
も
の
と
し
過
客
を
な
ぐ
さ
む
る
も
て

な
し
の
種
と
す
紙
員
わ
つ
か
に
し
て
見
る
に
あ
か

す
さ
れ
と
神
社
仏
閣
山
水
を
は
じ
め
月
雪
花

鳥
の
四
時
の
な
か
め
を
尽
さ
る
蚤
は
も
と
よ
り

風
雅
の
す
き
も
の
の
手
き
は
な
れ
ば
也
け
り

序

ス

（
釈
文
は
『
郷
土
よ
こ
は
ま
」
一
○
八
、
一
○
九
号
、
昭
和
六
三
年
、
四
六
頁
を
参
照

し
た
）
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